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W113b ASTRO-H搭載軟X線CCDカメラの応答関数の作成
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我々は、2015年度に打ち上げ予定の次期 X線天文衛星 ASTRO-H搭載軟 X線 CCDカメラ（Soft X-ray Im-
ager:SXI）の開発を行っている。SXIは、4つの CCDをモザイク状に配置することにより、38’× 38’の広視野
で 0.4-12keVのエネルギー帯域の撮像と分光を行う。使用するCCDは、空乏層厚 200μmを持つ Pチャンネル
裏面照射型の大型素子、Pch-NeXT4である。
本研究では、阪大のクリーンルームにおけるFM素子を用いた実験結果からCCDの応答を調べた。Mn（5.9keV）、

Si（1.7keV）、O（0.5keV）の蛍光X線をCCDに照射して、ピーク位置、エネルギー分解能、ピークの低波高側
に伸びるテール成分の強度といった CCDの応答を決めるのに必要な項目について解析を行い、これらのデータ
を再現できる応答関数を決定した。今後、Ge(9.9keV)の蛍光X線の照射実験を行い、高エネルギー側も再現でき
るようなより精密な応答関数を作成する予定である。


